
資料１０ 

 

双葉町の復興まちづくりを取り巻く主な状況 

 

平成２８年６月 

 

【これまでの主な出来事】 

平成２３年 ３月 東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故が発生 

        ４月 役場機能が川俣町を経て埼玉県加須市へ移動 

           原発事故に伴う警戒区域設定 

平成２５年 ５月 原発事故に伴う警戒区域解除 

           帰還困難区域・避難指示解除準備区域の設定 

６月 役場機能がいわき市へ移動 

双葉町復興まちづくり計画（第一次）決定 

平成２６年 ９月 一般国道６号の自由通行開始 

平成２７年 ３月 常磐自動車道全線開通 

           双葉町復興まちづくり長期ビジョン決定 

           双葉町津波被災地域復旧・復興事業計画決定 

        ４月 双葉・浪江にまたがるエリアに復興祈念公園整備決定 

平成２８年 ３月 避難指示解除準備区域の除染完了 

           双葉町内復興拠点基本構想決定 

           双葉町再生可能エネルギー活用・推進計画決定 

  

【今後想定される主な出来事（予定）】 

平成２８年 夏頃 「帰還困難区域の取扱方針」を政府が発表 

秋頃 ＪＲ双葉駅前コミュニティセンター供用開始 

年内 双葉町復興まちづくり計画（第二次）決定 

年度内 「ＪＲ双葉駅西側・新市街地ゾーン」の除染実施 

平成２９年年度内 勿来酒井復興公営住宅への入居開始 

平成３０年度頃 海岸堤防完成 

           「中野地区復興産業拠点」で一部企業活動開始 

   平成３１年度頃 常磐自動車道 復興ＩＣ供用開始 

復興シンボル軸（県道井手長塚線等）供用開始 

ＪＲ常磐線全線開通 

平成３２年度頃 海岸防災林完成 

         復興まちづくり計画（第二次）の見直し 

年度末 復興・創生期間終了、復興庁廃止 

          


